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■発表の概要 

アフリカのろう者たちは、各地で手話言語を話すコミュニティを形成してきた。この報告

では、ナイジェリアを拠点としてアフリカ 13 ヶ国に展開したろう者たちによるろう教育事

業とその影響を、事例として紹介する。ろう者の潜在能力、および福祉と言語権の関係に

ついても考えてみたい。 
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